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           集団健診における循環器疾患の健康予測























                社会移動の測定モデル
                 領域統計研究系（客員）大阪大学人間科学部直井優
 社会移動表とは，主に父と子の世代間の職業的地位を交叉させた正方のクロス表をさす．形式的には，
クロス表にすぎないから，一般のクロス表分析が可能である．しかし，社会移動研究において，この40
年間，解析法の開発に大きな努力が払われてきた．それは，社会移動表から，子が父の職業的地位とは
関係なく，職業的地位を達成できる度合，すなわち，機会均等の度合を測定するためである．このため
にまず必要なことは，「完全な機会均等の状態＝完全移動の状態」を定義することである．このために統
計的独立性のモデルが用いられる．ところが，クロス表の周辺度数を用いた統計的独立性のモデルでは，
父と子の周辺度数が異なる場合，その指数が大きく影響されることがわかった．そこで安田指数では，父
と子の同一職業における周辺度数の差の絶対値（全体の場合にはその総和）をもって強制移動（または
構造移動）と定義し，全体の移動量から強制移動量を差し引いた移動を純粋移動（または周流移動）と
よび，これによって実際の社会移動の状態と完全移動の状態とを比較する開放性係数を提唱した．この
係数は高く評価され，広く用いられている．ところが，この係数も，純粋移動の量をだすために，周辺
